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研究成果の概要（和文）：セロトニントランスポーターのユビキチン化を介したタンパク分解による機能調節に
注目したうつ病の病態解明およびバイオマーカー開発を目指した。社会的敗北および電気刺激ストレス負荷によ
る脳内および血小板でのセロトニントランスポーターのユビキチン化レベルの低下およびその関連分子である
MAGE-D1やPraja-1の脳内変化を明らかにした。一般人ボランティアにおけるうつに関連した気質、およびリエゾ
ン精神領域の患者の抑うつに関連した血小板でのセロトニントランスポーターのユビキチン化レベルの変化が認
められた。また、血小板中のセロトニントランスポーターをELISAで測定することができた。

研究成果の概要（英文）：We focused on the degradation of serotonin transporter by 
ubiquitination-proteasome system to elucidate the pathophysiology of depression and to develop 
biomarkers. We found that social defeat and electrical stimulation stress reduced the ubiquitination
 levels of the serotonin transporter in the brain and platelets. The ubiquitination levels of the 
serotonin transporter in platelets were associated with depression-related temperament in volunteers
 and with depressive symptoms in patients in the liaison psychiatric area. We developed the ELISA 
for measuring serotonin transporter in platelets.

研究分野： 神経精神薬理学

キーワード： うつ　バイオマーカー　診断　セロトニントランスポーター　ユビキチン化

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究課題ではユビキチン化を介したセロトニントランスポーターのタンパク分解による機能調節に注目し、ス
トレス負荷マウスの脳内・血小板、および抑うつを有するリエゾン精神領域の患者の血小板において、セロトニ
ントランスポーターのユビキチン化レベルが低下することを発見した。その測定系の確立の前段階として、血小
板中のセロトニントランスポーターをELISAで測定することができた。これら成果より、うつ病患者の早期発
見、適切な治療を行うために、他科でも発症の有無を診断できるうつ病のバイオマーカーによる診断法の開発に
つながる成果を挙げることができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 

2011 年、厚生労働省は国の医療政策において特に重点を置いているがん・脳卒中・心臓病・糖尿

病の 4 大疾病に、精神疾患を追加し、「5 大疾病」とした。特にうつ病は、精神疾患の中でも発

症頻度が高く、再発率も高いため、長期治療を必要とする。国立社会保障・人口問題研究所によ

る 2009 年の推計では、うつ病による経済的損失は約 3 兆円に達している。そのため、うつ病の

克服は産学官挙げて、対策すべき課題である。しかし、うつ病患者は精神症状を「自分の気の持

ちよう」と考えるため受診率が低く、しかも身体症状のみを一般医に相談して、専門医を受診す

ることが少ないため、うつ病と診断されにくい。うつ病患者の早期発見、適切な治療を行うため

に、他科でも発症の有無、重症度、および治療薬応答性を診断できるうつ病のバイオマーカーに

よる診断法の開発が求められている。うつ病の病態にはセロトニン、ノルアドレナリンおよびド

パミンの神経伝達の低下が関与しているというモノアミン仮説が提唱されている。現在の抗う

つ薬の主流が選択的セロトニン再取り込み阻害薬（selective serotonin reuptake inhibitor: SSRI）で

あることから、特にセロトニンが注目されている。うつ病の発症・病態については、遺伝的要因、

環境的要因による神経発達の異常が関わっていると推測される。環境の影響を受ける遺伝子と

して、SSRI の標的であるセロトニントランスポーター遺伝子が同定され、ストレスによるうつ

病の発症に関与している可能性が示唆された（Caspi A et al. Science. 301: 386-9, 2003）。 

 

２．研究の目的 

精神疾患の克服は国策であり、特にうつ病は発症頻度が高く、再発率も高いため、長期治療を必

要とする。その経済的損失は莫大であり、うつ病の克服が喫緊の課題となっている。うつ病患者

は精神症状を「自分の気の持ちよう」と考えるため受診率が低く、専門医を受診することが少な

いため、うつ病と診断されにくい。うつ病患者の早期発見、適切な治療を行うために、他科でも

発症の有無、重症度、および治療薬応答性を診断できるうつ病のバイオマーカーによる診断法の

開発が求められている。本研究では臨床・基礎研究のクロストークにより、申請者が知的財産を

有するセロトニントランスポーターのユビキチン化のうつ病への関与を明らかにし、それをう

つ病のバイオマーカーとして診断法を開発することを目的とする。 

 

３．研究の方法 

3.1. ストレス負荷モデルマウスの脳内および血液におけるセロトニントランスポーターのユビ

キチン化レベルの変化 

 C57BL/6J 系マウスを使用した。本研究は藤田医科大学動物実験委員会で承認され、本学の動

物実験指針および The Principles of Laboratory Animal Care (National Institutes of Health Publication 

85-23, revised 1996)に準じて行った。社会的敗北ストレスとして、C57BL/6J 系雄性マウスを攻撃

性の高い ICR 系雄性マウスと 1 日 10 分間、10 日間連続して物理的に接触させることで、社会的

敗北ストレスを負荷した。麻酔下の ICR 系雄性マウスと接触させた群を比較対象群とした。ま

た電気刺激ストレスとして、マウスにチャンバー内において電気刺激を負荷した。 

 

3.2. 血液成分におけるユビキチン化セロトニントランスポーターの検出と測定系の開発 

全血液、血しょう、血清などでも、ユビキチン化セロトニントランスポーターが検出できるか

検討した。特に、エクソソームは脂質二重膜で形成される小胞であり、様々なタンパク質や RNA

が含まれるため、神経疾患のバイオマーカーとして期待されている。血清成分でもユビキチン化

セロトニントランスポーターが検出できた場合、それが脳由来のエクソソームなどの血液成分



に由来するか検討した。また、多量検体に対応できる診断法として、ELISA 法によるセロトニン

トランスポーターの定量法を開発した。 

 

3.3. 一般ボランティアの気質・性格と血小板におけるセロトニントランスポーターのユビキチ

ン化レベル 

一般ボランティアの血液検体におけるセロトニントランスポーターのユビキチン化レベルを定

量し、それらと記述式心理検査である Temperament and Character Inventory（TCI：気質性格検査）

と比較することで気質との関連を評価した。 

 

3.4. リエゾン精神医療領域で発生するうつ様症状の診断方法の開発 

身体疾患はうつ病のリスク因子であり、総合病院での自殺が問題になっている。しかし、これに

関わる精神科医が不足し、リエゾンが出来る施設は限られており閾値下の抑うつ状態群とうつ

病群を、峻別するマーカーが待望されている。そこで、うつ様症状の発現頻度が高い疼痛性障害

や周産期の被験者を対象に、①初診時における抑うつの有無、および②抗うつ薬による治療効果

とセロトニントランスポーターのユビキチン化レベルとの関連について、検討を行った。 

 

４．研究成果 

4.1.  ストレス負荷モデルマウスの脳内および血液におけるセロトニントランスポーターのユ

ビキチン化レベルの変化 

MAGE-D1（Melanoma antigen gene-D1）は、セロトニントランスポーターのユビキチン化に関

与し、プロテアソームを介した代謝機構とうつ様行動を調節する。ストレスを負荷した幼若期マ

ウスにおける脳内セロトニントランスポーターの代謝機構、およびユビキチン化の調節機序の

解明を目指した。幼若期マウスへの社会的敗北ストレス負荷により、社会性行動障害とともに、

前頭前皮質における MAGE-D1 の mRNA およびタンパク質量の減少、セロトニントランスポー

ターのユビキチン化の低下とともにタンパク質量の増加が認められた。一方、セロトニントラン

スポーター恒常発現細胞にユビキチンリガーゼ Praja-1 を過剰発現させると、セロトニントラン

スポーターのユビキチン化の亢進とともにタンパク質量の減少が認められた。しかし、リガーゼ

機能を欠損させた Praja-1変異体ではそのよう

な現象は認められなかった。さらに、MAGE-

D1 との共発現は Praja-1 過剰発現によるセロ

トニントランスポーターのユビキチン化の亢

進を増強した。以上の結果から、幼若期のスト

レス負荷によるセロトニントランスポーター

のユビキチン化の低下がうつ様行動の発現に

関与しており、セロトニントランスポーター

のユビキチン化には MAGE-D1 と共に Praja-1

が関与していることが示唆された。セロトニ

ントランスポーターは血液成分において血小

板に発現が認められた（図 1）。 



電気刺激ストレス負荷モデル動物において、セロトニントランスポーターのユビキチン化レ

ベルが変化するかどうか、その機序解明について検討を行った。電気刺激ストレス負荷により、

マウス前頭皮質および血小板においてセロトニントランスポーターのユビキチン化レベルの低

下が認められた（図 2）。そこで、電気刺激による遺伝子発現変化について検討を行ったところ、

マウス前頭皮質においてセロトニントランスポーターmRNA の変化は認められなかったが、セ

ロトニントランスポーターのユビキチン化に関わる MAGE-D1 mRNA の低下が認められた。さ

らに、電気刺激中の前頭皮質の細胞外セロトニン量をマイクロダイアリシスにより測定したと

ころ、セロトニン遊離量が持続的に増加していた。以上の結果より、ストレス応答により、MAGE-

D1 の発現が抑制され、セロトニントランスポータ

ーのユビキチン化が低下し、その結果としてセロ

トニントランスポーターの分解が抑制され、前頭

皮質より遊離されたセロトニンの再取り込みが低

下したことが示唆された。 

 

4.2. 血液成分におけるユビキチン化セロトニントランスポーターおよび ELISA による血液中セ

ロトニントラスポーター測定系の開発 

血液成分におけるユビキチン化セロトニントランスポーターの検出を検討した。ユビキチン

化セロトニントランスポーターが血小板、血しょう、および血清において認められた。血清には

細胞から分泌される脂質二重膜で形成される細胞外小胞が含まれる。細胞外小胞のうち、多胞性

エンドソームと呼ばれる細胞内小胞より産生されるエクソソームにはユビキチン化セロトニン

トランスポーターはあまり認められず、細胞膜から直接出芽されるマイクロベジクルに認めら

れることが示唆された。ユビキチン化セロトニントランスポーターに注目した診断法を創出す

る初段階として、セロトニントランスポーター測定

ELISA キットの開発を目指した。セロトニントランスポ

ーターを測定できる ELISA キットを開発し、社会的敗北

ストレスを負荷・行動評価を行ったマウスの血液より血

小板抽出して測定したところ、ストレス脆弱性によるう

つ様行動に関連した血小板セロトニントランスポーター

の発現変化を検出することができた（図 3）。 

 

4.3. 一般ボランティアの気質と血小板におけるユビキチン化セロトニントランスポーターレベ

ル 

同意を得た成人男性と女性から、EDTA 入り採血管に末梢血を採取し、血小板分画中のユビキ

チン化セロトニントランスポーター量をウエスタンブロット法により定量した。ユビキチン化

セロトニントランスポーター量は気質性格検査（TCI）において女性では損害回避のサブスコア

と負の相関が認められた。損害回避はセロトニンと関連することが示唆されている。以上の結果

からうつ病の気質とユビキチン化セロトニントランスポーターは関連性が認められ、うつ病の

診断法への応用が期待された。 

 

4.4. 周産期に発生するうつ様症状と血小板におけるユビキチン化セロトニントランスポーター

レベル 



妊娠・出産などのライフイベントは大きなストレスとなり、周産期の女性の約 10～15％がうつ

病を発症している。産後うつ病は育児放棄などの社会的問題につながることがある。周産期にお

ける抑うつの早期発見・治療は重要であるが、妊娠期・産後の定期検診での産婦人科医師による

診断・治療は難しい。周産期における抑うつの診断バイオマーカーの探索が求められている。そ

こで、周産期の閾値下の抑うつ状態の患者の血液検体中のセロトニントランスポーターのユビ

キチン化レベルと、心理検査との相関を検討した。精神科診断面接マニュアル(SCID)により、年

齢などの背景が類似するが、妊娠初期や産後において過去 1 ヶ月にうつ病エピソードを有する

患者と有しない患者に分類し、血小板中セロトニントランスポーターのユビキチン化タンパク

量を比較した。妊娠初期や産後のどちらの時期においても、うつ病エピソードを有する患者では

ユビキチン化セロトニントランスポーター量の減少もしくはそのユビキチン化率の低下が認め

られた。さらに、エジンバラ産後うつ病質問票（EPDS）に基づき、妊娠初期や産後において抑

うつが認められた患者（EPDS スコア 9 以上）と認められない患者（EPDS スコア 9 未満）に分

け、血小板中セロトニントランスポーターのユビキチン化タンパク量を測定した。妊娠初期にお

いて抑うつが認められた患者ではユビキチン化セロトニントランスポーター量の減少およびそ

のユビキチン化率の低下が認められた（図 4）。一方、産後において、抑うつが認められた患者

と認められない患者ではユビキチン化セロトニ

ントランスポーター量およびそのユビキチン化

率に変化は認められなかった（図 4）。これら結

果より、血小板中ユビキチン化セロトニントラ

ンスポーターはうつ病エピソードに対するバイ

オマーカーになりうること共に、妊娠期の閾値

下の抑うつ状態に対するバイオマーカーとして

の有用性も示唆された。 

 

4.5. 歯科・口腔外科領域の疼痛性障害で発生するうつ様症状と血小板におけるユビキチン化セ

ロトニントランスポーターレベル 

身体疾患においてうつ様症状が合併する。そこで、うつ様症状の発現頻度が高い疼痛性障害患

者において、血中セロトニントランスポーターのユビキチン化レベルと抑うつとの関連につい

て評価を行ったところ、初診時の口腔内慢性疼痛疾患患者では、健常者と比較して血小板分画中

のユビキチン化セロトニントランスポータータンパク質の発現量および総セロトニントランス

ポータータンパク質の発現量に対するユビキチン化セロトニントランスポータータンパク質の

発現量の割合は有意に減少しており、総セロトニントランスポータータンパク質の発現量は有

意に増加していた。初診時に抑うつ状態を有する患者では、抑うつ状態の無い患者と比較して血

小板分画中のユビキチン化セロトニントランスポータータンパク質の発現量が減少傾向であり、

総セロトニントランスポーター発現量に対するユビキチン化セロトニントランスポータータン

パク質の発現量の割合が有意に減少していた。以上の結果から、血小板分画中の末梢血における

ユビキチン化セロトニントランスポータータンパク質の発現量は抑うつ状態と関連し、抑うつ

状態を有する口腔内慢性疼痛患者では、ユビキチン化の低下による異常なセロトニントランス

ポーターのセロトニン取り込みが亢進したため、抑うつ状態が認められたことが示唆された。こ

れら結果より、血小板中ユビキチン化セロトニントランスポーターは口腔内慢性疼痛に合併す

る抑うつ状態に対するバイオマーカーとしての有用性も示唆された。 
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Neurochemistry International 117～126

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
Alkam Tursun、Nabeshima Toshitaka 125

 １．著者名

10.1016/j.fct.2018.10.049

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
5-HT1A receptor agonist 8-OH-DPAT induces serotonergic behaviors in mice via interaction
between PKCδ and p47phox

Food and Chemical Toxicology 125～141

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 １．著者名  ４．巻
Tran Hai-Quyen、Shin Eun-Joo、Hoai Nguyen Bao-Chau、Phan Dieu-Hien、Kang Min-Ji、Jang Choon-
Gon、Jeong Ji Hoon、Nah Seung-Yeol、Mouri Akihiro、Saito Kuniaki、Nabeshima Toshitaka、Kim
Hyoung-Chun

123

10.1371/journal.pone.0221205

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Mice deficient in protein tyrosine phosphatase receptor type Z (PTPRZ) show reduced
responsivity to methamphetamine despite an enhanced response to novelty

PLOS ONE e0221205

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Fujikawa Akihiro、Noda Yukihiro、Yamamoto Hideko、Tanga Naomi、Sakaguchi Gaku、Hattori Satoko、
Song Wen-Jie、Sora Ichiro、Nabeshima Toshitaka、Katsuura Goro、Noda Masaharu

14
 １．著者名



2019年

2019年

2019年

2019年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

10.1016/j.freeradbiomed.2018.12.027

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Astrocytic mobilization of glutathione peroxidase-1 contributes to the protective potential
against cocaine kindling behaviors in mice via activation of JAK2/STAT3 signaling

Free Radical Biology and Medicine 408～431

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
Mai Huynh Nhu、Nguyen Lan Thuy Ty、Shin Eun-Joo、Kim Dae-Joong、Jeong Ji Hoon、Chung Yoon Hee、
Lei Xin Gen、Sharma Naveen、Jang Choon-Gon、Nabeshima Toshitaka、Kim Hyoung-Chun

131
 １．著者名

10.4269/ajtmh.18-0530

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Japanese Encephalitis- and Dengue-Associated Acute Encephalitis Syndrome Cases in Myanmar

The American Journal of Tropical Medicine and Hygiene 643～646

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 １．著者名  ４．巻
Kyaw Aung Kyaw、Ngwe Tun Mya Myat、Nabeshima Takeshi、Buerano Corazon C.、Ando Tsuyoshi、Inoue
Shingo、Hayasaka Daisuke、Lim Chang-Kweng、Saijo Masayuki、Thu Hlaing Myat、Thant Kyaw Zin、
Morita Kouichi

100

10.1016/j.neuint.2019.01.014

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Significance of protein kinase C in the neuropsychotoxicity induced by methamphetamine-like
psychostimulants

Neurochemistry International 162～170

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 １．著者名  ４．巻
Shin Eun-Joo、Dang Duy-Khanh、Hwang Young Gwang、Tran Hai-Quyen、Sharma Naveen、Jeong Ji Hoon、
Jang Choon-Gon、Nah Seung-Yeol、Nabeshima Toshitaka、Yoneda Yukio、Cadet Jean Lud、Kim Hyoung-
Chun

124

10.1016/j.neuint.2019.02.001

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Linking phencyclidine intoxication to the tryptophan-kynurenine pathway: Therapeutic
implications for schizophrenia

Neurochemistry International 1～6

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Fujigaki Hidetsugu、Mouri Akihiro、Yamamoto Yasuko、Nabeshima Toshitaka、Saito Kuniaki 125

 １．著者名



2019年

2019年

2019年

2019年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

10.1186/s12974-018-1332-0

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
5-HT1A receptor agonist 8-OH-DPAT induces serotonergic behaviors in mice via interaction
between PKCδ and p47phox

Food and Chemical Toxicology 125～141

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 １．著者名  ４．巻
Tran Hai-Quyen、Shin Eun-Joo、Hoai Nguyen Bao-Chau、Phan Dieu-Hien、Kang Min-Ji、Jang Choon-
Gon、Jeong Ji Hoon、Nah Seung-Yeol、Mouri Akihiro、Saito Kuniaki、Nabeshima Toshitaka、Kim
Hyoung-Chun

123

10.1016/j.neuint.2018.11.019

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Protective potentials of far-infrared ray against neuropsychotoxic conditions

Neurochemistry International 144～148

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
Sharma Naveen、Shin Eun-Joo、Kim Nam Hun、Cho Eun-Hee、Jeong Ji Hoon、Jang Choon-Gon、Nah
Seung-Yeol、Nabeshima Toshitaka、Yoneda Yukio、Cadet Jean Lud、Kim Hyoung-Chun

122
 １．著者名

10.1039/c8fo01577e

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Theanine attenuates memory impairments induced by klotho gene depletion in mice

Food & Function 325～332

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Nguyen Bao Trong、Sharma Naveen、Shin Eun-Joo、Jeong Ji Hoon、Lee Sung Hoon、Jang Choon-Gon、
Nah Seung-Yeol、Nabeshima Toshitaka、Yoneda Yukio、Kim Hyoung-Chun

10
 １．著者名

10.1016/j.neuropharm.2018.12.020

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ５．発行年 ２．論文標題
Acute administration of ketamine attenuates the impairment of social behaviors induced by
social defeat stress exposure as juveniles via activation of α-amino-3-hydroxy-5-methyl-4-
isoxazolepropionic acid (AMPA) receptors

Neuropharmacology 107～116

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Hasegawa Sho、Yoshimi Akira、Mouri Akihiro、Uchida Yoji、Hida Hirotake、Mishina Masayoshi、
Yamada Kiyofumi、Ozaki Norio、Nabeshima Toshitaka、Noda Yukihiro

148
 １．著者名



2020年

2020年

2020年

2021年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

10.1016/j.bbr.2021.113191

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Kynurenine 3-monooxygenase deficiency induces depression-like behavior via enhanced antagonism
of α7 nicotinic acetylcholine receptors by kynurenic acid

Behavioural Brain Research 113191～113191

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 １．著者名  ４．巻
Mori Yuko、Mouri Akihiro、Kunisawa Kazuo、Hirakawa Mami、Kubota Hisayoshi、Kosuge Aika、Niijima
Moe、Hasegawa Masaya、Kurahashi Hitomi、Murakami Reiko、Hoshi Masato、Nakano Takashi、Fujigaki
Suwako、Fujigaki Hidetsugu、Yamamoto Yasuko、Nabeshima Toshitaka、Saito Kuniaki

405

10.1038/s41598-020-58806-w

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Serum Metabolic Profiles of the Tryptophan-Kynurenine Pathway in the high risk subjects of
major depressive disorder

Scientific Reports 1961

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 １．著者名  ４．巻
Sakurai Masashi、Yamamoto Yasuko、Kanayama Noriyo、Hasegawa Masaya、Mouri Akihiro、Takemura
Masao、Matsunami Hidetoshi、Miyauchi Tomoya、Tokura Tatsuya、Kimura Hiroyuki、Ito Mikiko、
Umemura Eri、(Boku) Aiji Sato、Nagashima Wataru、Tonoike Takashi、Kurita Kenichi、Ozaki Norio、
Nabeshima Toshitaka、Saito Kuniaki

10

10.1111/1440-1681.13243

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Lithium attenuates d‐amphetamine‐induced hyperlocomotor activity in mice via inhibition of
interaction between cyclooxygenase‐2 and indoleamine‐2,3‐dioxygenase

Clinical and Experimental Pharmacology and Physiology 790～797

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Phan Dieu‐Hien、Shin Eun‐Joo、Jeong Ji Hoon、Tran Hai‐Quyen、Sharma Naveen、Nguyen Bao
Trong、Jung Tae Woo、Nah Seung‐Yeol、Saito Kuniaki、Nabeshima Toshitaka、Kim Hyoung‐Chun

47
 １．著者名

10.1111/pcn.12993

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Generation and analysis of novel            <i>Reln‐</i>            deleted mouse model
corresponding to exonic            <i>Reln</i>            deletion in schizophrenia

Psychiatry and Clinical Neurosciences 318～327

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 １．著者名  ４．巻
Sawahata Masahito、Mori Daisuke、Arioka Yuko、Kubo Hisako、Kushima Itaru、Kitagawa Kanako、
Sobue Akira、Shishido Emiko、Sekiguchi Mariko、Kodama Akiko、Ikeda Ryosuke、Aleksic Branko、
Kimura Hiroki、Ishizuka Kanako、Nagai Taku、Kaibuchi Kozo、Nabeshima Toshitaka、Yamada
Kiyofumi、Ozaki Norio

74



2021年

2021年

2021年

2021年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.1002/hup.2818

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Duloxetine attenuates pain in association with downregulation of platelet serotonin transporter
in patients with burning mouth syndrome and atypical odontalgia

Human Psychopharmacology: Clinical and Experimental e2818

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 １．著者名  ４．巻
Nakamura Mariko、Yoshimi Akira、Mouri Akihiro、Tokura Tatsuya、Kimura Hiroyuki、Kishi
Shinichi、Miyauchi Tomoya、Iwamoto Kunihiro、Ito Mikiko、Sato‐Boku Aiji、Ozaki Norio、
Nabeshima Toshitaka、Noda Yukihiro

37

10.1016/j.fct.2021.112657

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Ouabain inhibitor rostafuroxin attenuates dextromethorphan-induced manic potential

Food and Chemical Toxicology 112657～112657

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 １．著者名  ４．巻
Shin Eun-Joo、Nguyen Bao-Trong、Jeong Ji Hoon、Hoai Nguyen Bao-Chau、Tran Ngoc Kim Cuong、
Sharma Naveen、Kim Dae-Joong、Nah Seung-Yeol、Lichtstein David、Nabeshima Toshitaka、Kim
Hyoung-Chun

158

10.1016/j.fct.2021.112313

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
GPx-1-encoded adenoviral vector attenuates dopaminergic impairments induced by methamphetamine
in GPx-1 knockout mice through modulation of NF-κB transcription factor

Food and Chemical Toxicology 112313～112313

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 １．著者名  ４．巻
Sharma Naveen、Shin Eun-Joo、Pham Duc Toan、Sharma Garima、Dang Duy-Khanh、Duong Chu Xuan、Kang
Sang Won、Nah Seung-Yeol、Jang Choon-Gon、Lei Xin Gen、Nabeshima Toshitaka、Bing Guoying、Jeong
Ji Hoon、Kim Hyoung-Chun

154

10.1016/j.bbi.2021.05.028

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Heat-sterilized Bifidobacterium breve prevents depression-like behavior and interleukin-1β
expression in mice exposed to chronic social defeat stress

Brain, Behavior, and Immunity 200～211

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 １．著者名  ４．巻
Kosuge Aika、Kunisawa Kazuo、Arai Satoshi、Sugawara Yumika、Shinohara Katsuki、Iida Tsubasa、
Wulaer Bolati、Kawai Tomoki、Fujigaki Hidetsugu、Yamamoto Yasuko、Saito Kuniaki、Nabeshima
Toshitaka、Mouri Akihiro

96



2021年

2021年

2021年

2021年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

10.3390/ijms22137219

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ５．発行年 ２．論文標題
Ginsenoside Re Protects against Serotonergic Behaviors Evoked by 2,5-Dimethoxy-4-iodo-
amphetamine in Mice via Inhibition of PKCδ-Mediated Mitochondrial Dysfunction

International Journal of Molecular Sciences 7219～7219

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
Shin Eun-Joo、Jeong Ji Hoon、Nguyen Bao-Trong、Sharma Naveen、Nah Seung-Yeol、Chung Yoon Hee、
Lee Yi、Byun Jae Kyung、Nabeshima Toshitaka、Ko Sung Kwon、Kim Hyoung-Chun

22
 １．著者名

10.1007/s12272-021-01341-7

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Methamphetamine-induced dopaminergic neurotoxicity as a model of Parkinson’s disease

Archives of Pharmacal Research 668～688

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 １．著者名  ４．巻
Shin Eun-Joo、Jeong Ji Hoon、Hwang Yeonggwang、Sharma Naveen、Dang Duy-Khanh、Nguyen Bao-
Trong、Nah Seung-Yeol、Jang Choon-Gon、Bing Guoying、Nabeshima Toshitaka、Kim Hyoung-Chun

44

10.1016/j.phrs.2021.105832

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Microinjection of Reelin into the mPFC prevents MK-801-induced recognition memory impairment in
mice

Pharmacological Research 105832～105832

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Sawahata Masahito、Asano Hiroki、Nagai Taku、Ito Norimichi、Kohno Takao、Nabeshima Toshitaka、
Hattori Mitsuharu、Yamada Kiyofumi

173
 １．著者名

10.1016/j.neuint.2021.105177

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Early postnatal inhibition of GLAST causes abnormalities of psychobehaviors and neuronal
morphology in adult mice

Neurochemistry International 105177～105177

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 １．著者名  ４．巻
Uchida Mizuki、Noda Yukihiro、Hasegawa Sho、Hida Hirotake、Taniguchi Masayuki、Mouri Akihiro、
Yoshimi Akira、Nabeshima Toshitaka、Yamada Kiyofumi、Aida Tomomi、Tanaka Kohichi、Ozaki Norio

150



2022年

2022年

〔学会発表〕　計58件（うち招待講演　2件／うち国際学会　22件）

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第135回薬理学会近畿部会　(2019.6.21岐阜)

第42回日本神経科学大会第62回日本神経化学会大会合同大会（2019.7.25-28　新潟）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

廖 セイ竹 永井 拓 森 大輔 Wulaer B 羽田 和弘 鍋島 俊隆 尾崎 紀夫 山田 清文

 １．発表者名

 １．発表者名

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

ファスジルの投与は皮質線条体回路を介してメタンフェタミン単回投与により誘発されるC57BL/6Jマウスの認知障害を改善する.

難治性統合失調症患者由来ARHGAP10遺伝子変異マウスにおけるメタンフェタミン誘発性認知機能障害に対するファスジルの効果.

 ４．発表年

 ４．発表年

Liao Ji、永井 拓、Wulaer Bolati、鍋島 俊隆、山田 清文

10.1016/j.jphs.2022.02.006

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Effects of galantamine on social interaction impairments in cholecystokinin receptor-2
overexpression mice

Journal of Pharmacological Sciences 364～368

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
Tanase Shota、Mamiya Takayoshi、Nagata Shogo、Ikawa Yusuke、Tang Ya-Ping、Hiramatsu Masayuki、
Nabeshima Toshitaka

148
 １．著者名

10.1016/j.bbr.2021.113569

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Mice with exonic RELN deletion identified from a patient with schizophrenia have impaired
visual discrimination learning and reversal learning in touchscreen operant tasks

Behavioural Brain Research 113569～113569

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Liao Jingzhu、Dong Geyao、Wulaer Bolati、Sawahata Masahito、Mizoguchi Hiroyuki、Mori Daisuke、
Ozaki Norio、Nabeshima Toshitaka、Nagai Taku、Yamada Kiyofumi

416
 １．著者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

. 第65 回日本薬学会東海支部大会 (2019.7.6, 名古屋)（招待講演）

第42回日本神経科学大会第62回日本神経化学会大会合同大会（2019.7.25-28　新潟）

第42回日本神経科学大会第62回日本神経化学会大会合同大会（2019.7.25-28　新潟）

第42回日本神経科学大会第62回日本神経化学会大会合同大会（2019.7.25-28　新潟）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

鍋島俊隆

羽田 和弘 祖父江 顕 Bolati Wulaer 伊藤 教道 中島 晶 鍋島 俊隆 永井 拓 山田 清文

澤幡 雅仁 浅野 裕樹 常浦 祐未 永井 拓 河野 孝夫 鍋島 俊隆 服部 光治 山田 清文

毛利彰宏、平川茉実、渡辺研、國澤和生、森優子、窪田悠力、新島萌、山本康子、野田幸裕、鍋島俊隆、齋藤邦明

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Reelinの前頭前皮質内投与がMK801誘発性行動障害およびc-Fos発現に与える影響.

Involvement of Noradrenergic Function in the Behavioral Changes in MAGE-D1 KO Mice.

どのように研究を進めるのか

アストログリア由来MHCIは病理的変化により社会性および認知機能障害を誘発した.

 ４．発表年



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第42回日本神経科学大会第62回日本神経化学会大会合同大会（2019.7.25-28　新潟）

次世代を担う創薬・医療薬理シンポジウム2019（2019.8.31東京）

AsCNP2019 (2019.10.11-13, 福岡)（国際学会）

 ３．学会等名
AsCNP2019 (2019.10.11-13, 福岡)（国際学会）

國澤和生、毛利彰宏、小菅愛加、飯田翼、Wulaer Bolati、山本康子、齋藤邦明、鍋島俊隆：
 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

毛利彰宏、國澤和生、窪田悠力、新島萌 、森優子、勅使河原知明、藤垣英嗣、山本康子、尾崎紀夫、齋藤邦明、鍋島俊隆

Mikio Yoshida, Sho Hasegawa, Mizuki Uchida, Yoji Uchida, Akihiro Mouri, Akira Yoshimi, Masayoshi Mishina, Norio Ozaki,
Toshitaka Nabeshima, Yukihiro Noda

 ３．学会等名

 ３．学会等名

IDO1は社会的敗北ストレス下におけるストレス脆弱性を制御する/ IDO1 regulates vulnerability to social defeat stress.

トリプトファン代謝経路が抑うつに与える影響-基礎研究と臨床研究のクロストーク-、

Involvement of glutamate receptors in the impairment of social behaviors induced by social defeat stress exposure as
juveniles.

Development of biomarker for depression focused on serotonergic systems from animal models.

 １．発表者名
Akihiro Mouri, Kazuo Kunisawa, Hidetsugu Fujigaki, Yasuko Yamamoto, Kuniaki Saito, Toshitaka Nabeshima

 ３．学会等名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

AsCNP2019 (2019.10.11-13, 福岡)（国際学会）

AsCNP2019 (2019.10.11-13, 福岡)（国際学会）

AsCNP2019 (2019.10.11-13, 福岡)（国際学会）

Akihiro Mouri, Yuko Mori, Kazuo Kunisawa, Mami Hirakawa, Tomoaki Teshigawara, Hisayoshi Kubota, Moe Niijima, Hidetsugu
Fujigaki, Yasuko Yamamoto, Toshitaka Nabeshima, Kuniaki Saito

Kazuo Kunisawa, Akihiro Mouri, Aika Kosuge, Tsubasa Iida, Bolati Wulaer, Yasuko Yamamoto, Kuniaki Saito, Toshitaka Nabeshima

Tsubasa Iida, Kazuo Kunisawa, Sei Saitoh, Aika Kosuge, Bolati Wulaer, Willy Jaya Suento, Yasuko Yamamoto, Akihiro Mouri,
Kuniaki Saito and Toshitaka Nabeshima

Bolati Wulaer, Kazuo Kunisawa, Willy Jaya Suento, Tsubasa Iida, Aika Kosuge, Atsumi Nitta, Akihiro Mouri, Kuniaki Saito
Toshitaka Nabeshima

AsCNP2019 (2019.10.11-13, 福岡)（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Kynurenine 3-monooxygenase regulates expression of depression-like behavior via enhanced antagonism of α7 nicotinic
acetylcholine receptor by kynurenic acid. AsCNP2019 (2019.10.11-13, 福岡)

The role of tryptophan metabolism in major depressive disorder

Repeated social defeat stress induces microglial activation and myelin abnormality in the corpus callosum: a potential link
to depression-like behavior.

Impaired neurogenesis in the dentate gyrus of adult ShatiKO mice

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

AsCNP2019 (2019.10.11-13, 福岡)（国際学会）

AsCNP2019 (2019.10.11-13, 福岡)（国際学会）

AsCNP2019 (2019.10.11-13, 福岡)（国際学会）

 ３．学会等名

Moe Niijima, Akihiro Mouri, Tomoaki Teshigawara, Kazuo Kunisawa, Hisayoshi Kubota, Mami Hirakawa, Yuko Mori, Masato Hoshi,
Yasuko Yamamoto, Toshitaka Nabeshima, Kuniaki Saito

Hisayoshi Kubota, Akihiro Mouri, Kazuo Kunisawa, Moe Niijima, Mami Hirakawa, Yuko Mori, Yasuko Yamamoto, Toshitaka
Nabeshima, Kuniaki Saito

Willy Jaya Suento, Kazuo Kunisawa, Bolati Wulaer, Tsubasa Iida, Aika Kosuge, Akihiro Mouri, Kuniaki Saito, Toshitaka
Nabeshima

Aika Kosuge, Kazuo Kunisawa, Tsubasa Iida, Bolati Wulaer, Willy Jaya Suento, Yasuko Yamamoto, Akihiro Mouri, Kuniaki Saito,
Toshitaka Nabeshima

AsCNP2019 (2019.10.11-13, 福岡)（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

The deficit of quinolinic acid phosphoribosyltransferase induces hypolocomotion and cognitive impairment through impairment
of dopaminergic neuronal function

Deficiency of kynurenine 3-monooxygenase increases vulnerability to the PCP-induced behavioral abnormalities

Lipopolysaccharide injection triggers Indoleamine-2,3-dioxygenase1 and miR-874-3p interaction which leads to depression-like
behavior in mouse．

Repeated social defeat stress induces depression-like behavior through the decrease of GLT-1 ubiquitination in the
prefrontal cortex of mice．

 １．発表者名

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第136回日本薬理学会近畿部会（2019.11.23枚方市）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 49th Annual Meeting of the Society for Neuroscience . (2019.10.19-23, Chicago（国際学会）

Lih-Chu Chiou, Hsin-Jung Lee, Ming Tatt Lee, Hung-Ruei Tzeng, Pi-Chuan Fan, Hisayoshi Kubota, Akihiro Mouri, Daniel E
Knutson, James Cook6 Margot Ernst, Werner Sieghart, Toshitaka Nabeshima

多田遼矢，毛利彰宏，寺本篤司，國澤和生，山田あゆみ，長谷川眞也，倉橋仁美，浅野僚子，窪田悠力，新島萌，山本康子，齋藤邦明，鍋
島俊隆

澤幡雅仁、浅野裕樹、永井 拓、河野孝夫、鍋島俊隆、服部光治、山田清文

澤幡 雅仁、浅野 裕樹、永井 拓、河野 孝夫、鍋島 俊隆、服部 光治、山田 清文

日本生体医工学会東海支部大会（2019.10.26名古屋）

日本病院薬剤師会東海ブロック・日本薬学会東海支部合同学術大会　（2019.11.10名古屋）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

The α6 subunit-containing GABAA receptor is a novel therapeutic target for schizophrenia and migraine. )

人工知能を用いたストレス負荷マウスの表情評価.

成熟マウスにおけるReelinの前頭前皮質内微量投与がMK801誘発性行動障害及びcFos　発現に与える影響．

成熟マウスの前頭前皮質における Reelin シグナルの活性化がMK801誘発性行動障害に与える影響．

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本薬学会１４０回年会（2020.3.15-17　京都）

第９３回日本薬理学会年会（2020.3.16-18横浜）

第９３回日本薬理学会年会（2020.3.16-18横浜）

中村 真理子、吉見 陽、毛利 彰宏、鍋島 俊隆、林 千裕、徳倉 達也、木村 宏之、岩本 邦弘、伊藤 幹子、栗田 賢一、尾崎 紀夫、野田
幸裕

毛利 彰宏、新島 萌、勅使河原 知明、國澤 和生、窪田 悠力、山本 康子、齋藤 邦明、鍋島 俊隆

Dong Geyao、永井 拓、Liao Jingzhu、森 大輔、Wulaer Bolati、鍋島 俊隆、尾崎 紀夫、山田 清文

肥田 裕丈、毛利 彰宏、高須 光平、武藤 利奈、内田 美月、古屋敷 智之、成宮 周、鍋島 俊隆、山田 清文、吉見 陽、尾崎 紀夫、野田
幸裕

第９３回日本薬理学会年会（2020.3.16-18横浜）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

口腔内慢性疼痛患者における血中ユビキチン化セロトニントランスポーターの発現変化．

QPRTの欠損はキノリン酸によるドパミン作動性神経系における酸化ストレスを介した運動・認知機能障害を惹起する．

リーリン遺伝子のエキソン欠失を有するマウスはタッチスクリーン型視覚弁別試験において認知障害を呈する．

精神疾患の環境的要因におけるプロスタグランジンE2の役割

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

AsCNP-ASIAN Iinternationa Congress of Neuropsychopharmacology2018（招待講演）（国際学会）

日本薬学会第139回年会

第92回日本薬理学会年会

 ３．学会等名

永田翔吾、間宮隆吉、鍋島俊隆、平松正行

Jiajing Shan, Akihiro Mouri, Yang Yang, Qiaohui Lu, Kazuo Kunisawa , Tomoaki Teshigawara , Mami Hirakawa , Yuko Mori ,
Yasuko Yamamoto , Zou Libo , Toshitaka Nabeshima, Kuniaki Saito

羽田 和弘、Wulaer Bolati、永井 拓、祖父江 顕、澤幡 雅仁、伊藤 教道、森 大輔、久島 周、鍋島 俊隆、尾崎 紀夫、山田 清文：

Toshitaka Nabeshima

第９３回日本薬理学会年会（2020.3.16-18横浜）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

幼若期ストレスがCCKR2tgマウスの学習記憶に及ぼす影響

Antidepressant effects of XJ-Et-8 in mice chronically exposed to corticosterone

ARHGAP10変異マウス側坐核および線条体神経細胞の変化による行動障害．

How we use biomakers to diagnose despression?

 １．発表者名

 １．発表者名



2019年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第３４回日本ストレス学会学術総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第92回日本薬理学会年会

毛利 彰宏、キョヘイ ル、ヤン ヤン、國澤 和生、勅使河原 知明、平川 茉実、森 優子、山本 康子、シュウ リボ、鍋島 俊隆、齋藤 邦
明

鍋島俊隆

羽田和弘、永井拓、伊藤教通、祖父江顕、Wulaer Bolati,　朱文俊、森大輔、久島周、鍋島俊隆、尾崎紀夫、山田清文

國澤和生、毛利彰宏、山本康子、齋藤邦明、鍋島俊隆

第28回日本臨床精神神経薬理学会 第48回日本神経精神薬理学会合同年会

第133薬理学会近畿部会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

慢性予測不能軽度ストレス負荷は側坐核のドパミン機能亢進と前頭皮質・海馬のセロトニン機能低下を伴ううつ様行動を惹起する

抗精神病薬の長期投与による脳機能への影響

新規統合失調症関連遺伝子ARHGAP10変異マウスの行動薬理的・神経化学的解析

うつ病発症におけるトリプトファン代謝の関与

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

WCP2018 Kyoto（国際学会）

WCP2018 Kyoto（国際学会）

WCP2018 Kyoto（国際学会）

Kazuo Kunisawa, Akihiro Mouri, Aika Kosuge, Tsubasa Iida, Yasuko Yamamoto, Kuniaki Saito, Toshitaka Nabeshima

Hirotake Hida, Akihiro Mouri, Kentaro Mori, Saori Takeuchi, Toshitaka Nabeshima, Kiyofumi Yamada, Norio Ozaki, Tomoyuki
Furuyashiki, Shu Narumiya, Yukihiro Noda

Akihiro Mouri,Tomoyuki Furuyashiki, Kazuo Kunisawa, Yasuko Yamamoto, Kiyofumi Yamada, Yukihiro Noda, Kuniaki Saito, Shu
Narumiya, Toshitaka Nabeshima

Taku Nagai, Wei Shan, Motoki Tanaka, Norimichi Itoh, Yoko Furukawa-Hibi, Toshitaka Nabeshima, Masahiro Sokabe, Kiyofumi
Yamada

WCP2018 Kyoto（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Repeated social defeat induces social interaction deficits associated with the alteration of kynurenine pathway activity in
the prefrontal cortex

The perinatal mice administered prostaglandin E2 develop psychobehavioral and neuronal impairments in adults

Prostaglandin E receptor subtype EP1 deficiency elicits AD/HD-like behavior correlated with a dysfunction of dopamine D1
receptor-ERK signaling in the prefrontal cortex

Npas4-Homer1a pathway regulates neuronal homeostasis in animal model of epilepsy

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

WCP2018 Kyoto（国際学会）

15th International Society for Tryptophan Research (ISTRY) Conference（国際学会）

15th International Society for Tryptophan Research (ISTRY) Conference（国際学会）

 ３．学会等名

Akihiro Mouri1, Kazuo Kunisawa2, Hidetsugu Fujigaki, Yasuko Yamamoto, Kuniaki Saito, Toshitaka Nabeshima

Akihiro Mouri, Kazuo Kunisawa, Mami Hirakawa, Yuko Mori, Ken Watanabe, Hidetsugu Fujigaki, Yasuko Yamamoto, Yukihiro Noda,
Kuniaki Saito, Toshitaka Nabeshima

Lih-Chu Chiou, Hsin-Jung Lee, M argot Ernst, Wei-Jan Huang, Akihiro Mouri, Marco Treven, Takayoshi Mamiya, James Cook,
Werner Sieghart, Toshitaka Nabeshima

Moe Niijima, Akihiro Mouri, Tomoaki Teshigawara, Kazuo Kunisawa, Hisayoshi Kubota, Mami Hirakawa, Yuko Mori, Masato Hoshi,
Toshitaka Nabeshima, Kuniaki Saito

WCP2018 Kyoto（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

DEVELOPMENT OF ANIMAL MODELS AND BIOMARKER FOR DEPRESSION FOCUSED ON SEROTONERGIC SYSTEMS

MAGE-D1 REGULATES EXPRESSION OF DEPRESSION-LIKE BEHAVIOR THROUGH SEROTONIN TRANSPORTER UBIQUITYLATION

The cerebellar α6 subunit-containing GABAA receptor: A novel therapeutic target for disrupted prepulse inhibition in
neuropsychiatric disorders

Involvement of kynurenine pathway in behavioral impairments in the offspring induced by the prenatal poly I: C injection

 １．発表者名

 １．発表者名



2018年

2018年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
The 5th Congress of Asian College pof Neuropsychopharmacology( 2017.4.27-29, Indonesia)（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第134回薬理学会近畿部会

浅野裕樹、澤幡雅仁、北川佳奈子、常浦祐未、永井拓、河野孝夫、鍋島俊隆、服部光治、山田清文

長谷川章、三宅裕里子、吉見　陽、毛利彰宏、肥田裕丈、山田清文、尾崎紀夫、鍋島俊隆、野田幸裕

Kuniaki Saito

Akihiro Mouri

第2回日本精神薬学会総会・学術集会

The 5th Congress of Asian College pof Neuropsychopharmacology( 2017.4.27-29, Indonesia)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

成熟マウスにおけるReelinの前頭前皮質内投与がMK801誘発性行動障害に与える影響

幼若期社会的敗北ストレス負荷による治療抵抗性の社会性行動障害におけるモノアミン作動性神経系の機能異常

Depressive symptoms and L-Tryptophan -Kynurenine pathway metabolism focus on neuro-inflammation.

The Ubiquitination of serotonin transporter in lymphoblasts derived from fluvoxamine-resistant depression patients.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第139回日本薬理学会近畿部会

第139回日本薬理学会近畿部会

第43回生物学的精神医学会（BP）、第51回日本神経精神薬理学会（NP）合同年会

倉橋仁美、毛利彰宏、國澤和生、窪田悠力、長谷川眞也、山本康子、齋藤邦明、鍋島俊隆

小菅愛加、國澤和生、飯田 翼、齋藤邦明、鍋島俊隆、毛利彰宏

毛利 彰宏, 新島 萌, 國澤 和生, 齋藤 邦明, 鍋島 俊隆

國澤和生、小菅愛加、菅原侑実香、篠原香月、飯田 翼、Bolati Wulaer、河合智貴、藤垣英嗣、山本康子、齋藤邦明、鍋島俊隆

第64回日本神経化学会大会

 ２．発表標題
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